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2背景

• BugかRequestの分類は大変 
• 最近ではTopic modelingによる分類が精度が良い 

• LDAなどのTopic Modelはパラメータ設定が大変 
• トピック数やハイパーパラメータなど 

• 本論文では，手間のかからない方法を提案 
• N-gram IDF を利用する



3IDF

• IDFは語の重み付けに有効 

• 単語のレア度
• 簡潔性やロバスト性が高い

• 一方，N-gramには使えないことが知られている 
•単語間の繋がりの強さに反した重み付けをする

単語tが出現する文書数
文書数

log( )
ex.



4N-gram IDF

• IDF をコルモゴロフ複雑性に基づく情報距離と定義 
• 単語のレア度（IDF）から単語間結合度（MED）を引く
•単語間結合度（MED）とは，共起関係を利用した単語の繋がりの不自然度

• 単語と複合語に対する重みの比較が可能 
→ 任意の長さの特徴語を言語処理技術なくして扱える



5適用方法
1. 前処理  
(1) バグレポートをパース 
(2) ゴミ除去 

2.  N-gram 辞書作成 
(1) N-gram IDFの適用 

3.  特徴ベクトルを抽出 
(1)単語の出現回数をカウント 
（一度しか出現しない単語は削除） 

4. 特徴選択（フィルタリング） 
(1) 相関の強い単語は削除(10-fold cross val.) 
(2) 分類に効く単語を選択(Chi-squared stats) 

5. モデルの構築（ロジスティック・RF）



6実験

• バグレポートとリクエストを分類し，  
• F-measure : Recall/Precisionの調和平均で比較
• 10-fold cross validation と 学習・テストを実施

• 比較対象 
• LDAを用いてテキスト処理した手法（既存手法）[1]

• データセット  
• 既存手法で使われていたものを流用
• プロジェクト：HTTPClient, Jackrabbit, Lucent

[1] N. Pingclasai, H. Hata, and K. Matsumoto, “Classifying bug reports to bugs and other requests using topic modeling,” in Proceedings of 20th Asia-Pacific Software
     Engineering Conference (APSEC), vol. 2, pp. 13– 18, IEEE, 2013.



7結果

• 統計情報 
• 単語数：58,000 ~ 530,000 (特徴抽出後: 40~200)

• 分類結果



8考察

• 出てきた単語 
• gtf: 全てのドキュメントにおける単語の出現回数 
• df: 単語が出現したドキュメント数



9所感

   N-gram IDFが新しい・流行りそう 

　キーワード抽出に使えそう 
　ハイ インパクトバグの分類など

　 


